
Let’s Transformation
　仲間を増やし、自分が変わり、周りを変える　

校是

九州環境エネルギー産業推進機構

様々に変革している状況を正しく認識し、 
自分も周りも変えていくことに挑戦し続ける志を
持った人の参加を期待します
一緒に学び、変えていきましょうジャック・ウェルチ CEO(変革せよ。変革を迫られる前に。)

ジェイミー・ジョセフ監督(ミスを恐れることこそミス)

令和環境エネルギーイノべーション大学
（略称 K-RIP イノべ大）

● 入会のご案内

● K‐RIP 公式ホームページ

■法人会員…………5万円／年・口　　■NPO法人会員…………1万円／年・口
■学術・個人会員…5千円／年・口　　■特別会員（自治体等）…無料

申込書は、K-RIP 公式ホームページの　K-RIP のお知らせページより
ダウンロードしてご使用下さい。

または、　　　　　　　　　で検索してください。

K-RIP 九州環境エネルギー産業推進機構
〒 812-0008  福岡県福岡市博多区東光 2丁目7-25 正興電機製作所本社ビル別館3階
電話 : 092-474-0042　URL : https://k-rip.gr.jp　 E-mail:info@k-rip.gr.jp

●お問い合わせ・入会の申し込み

Kyushu Renewable energy and 
Environmental Industry 
Promotion association

PROFILE OF

K‒RIP

URL：https://k-rip.gr.jp

◆　会　費

Ⅳ. K-RIPの主な活動

K‐RIP

・K-RIP が実施するイベントやデータ集などの情報を発信
・最新の施策情報、業界動向、先進事例等の情報提供
・地域内外の技術ニーズ動向把握・発信と会員企業のマッチング

・情報提供・マッチングから新規事業開発に向けた調査等を支援
・外部資金の獲得や他機関との連携を含めた調査・開発を支援
・ネクストリーダー・若手の育成と人的ネットワークの形成

・環境エネルギー産業の課題解決と新事業創出に向けたテーマを発掘
・共同研究や業務提携等のプロジェクトチームを組成
・ビジネスモデルや販路拡大等の出口戦略策定・実施を支援
・ASEANや台湾等地域など、1社単独では難しい海外展開を支援

つくり・育てる
（2020イノベーション大学）

発信する
（2019エコ塾）

つなぐ
（2020海外オンライン商談会）

発信する

つくり・育てる

つなぐ

市場調査
試作 /技術開発
調査・開発プロジェクト
組成から外部資金獲得
他機関との連携支援

人材育成
( 環境エネルギー
　イノベーション大学 )
ビジネスモデル研究、
ネクストリーダー、
若手の育成

情報発信
K-RIP ウェブサイト
メルマガ、SNS

プロジェクト・研究会組成
企業のニーズや市場動向を踏まえて新事業創出
に向けたチーム編成から出口戦略まで支援

販路拡大
商談会、展示会出展、
　広域マッチング、市場調査

情報提供・マッチング
エコ塾、セミナー＆マッチング事業
オープンイノベーションピッチ

海外展開
ASEAN 等地域との
官民一体型交流事業

企業の個別要望に応える
カスタマイズ型
海外ミッション・
商談会

関心の高い
新市場の調査

発信する

つなぐ つくり・
　育てる



再生産・再製造
アップサイクル・リペア

2020 年脱炭素社会
エコデザイン

長寿命化

サーキュラーエコノミー
シェアリング
低炭素社会

2012 年 FIT スタート 
　　　　 ( 固定価格買取制度 )
2011 年 東日本大震災
2007 年 低炭素社会 (環境白書 )

デジタル・ビジネスモデルの台頭
(GAFA、BAT)

2050 年温室効果
ガス排出量ゼロ

2020 年 GDP 世界
シェア 5.4%推計

DX AI IoT

SDGs / ESG

マイクロプラスチック

途上国の水質汚濁・
土壌汚染・大気汚染問題

2000 年の日本の GDPの
世界シェア 14.4%

循環経済 (2019)
エネルギー基本計画 (2018)
環境基本計画 (2018)

データ・クラウド・AI 等を
駆使した様々なサービスの発生

第四次産業革命が進行
・経済社会・生活あらゆる
場面でのデジタル化の浸透
・インターネット・スマホの
爆発的な普及
・データが重要な戦略ツールと
して注目 (21 世紀の石油 )
・環境エネルギー分野でのモニタ
リングデータの活用

食品ロス

 教育対象者
（入学資格者）

教育テーマ・
方法

教育理念

教育環境・
講師陣

■原則、K-RIP 会員及び K-RIP 会員の紹介による学生・院生
■必要に応じ、K-RIP会員外にも募集し、会員との交流を支援

■変革に必要なスキル・知見を体系的・継続的に習得

■教育テーマは、環境エネルギーをめぐる変革の変遷、変革のツール（デジタル化
　・DX等）とビジネス分野（CO₂削減、３R、CE、再生エネルギー、SDGs等）など
■教育方法は、講義と演習及び先導的取組み企業等の視察・意見交換会

■１泊２日の合宿方式を原則。１日目　午後講義と演習、夕刻以降交流会
　 ２日目　演習と参加者の課題発表と討議、総評と修了式
■講師陣は、先導的な取組み企業等の責任者、専門家、業界団体、大学教員等

I. K-RIPイノベ大の目的
■ 輩出する人材像

II．K-RIPイノベ大の教育プログラム

Ⅲ．カリキュラム（教育課程・時間割）

環境変化に対応した新しい潮流を認識し、新しい発想とスキルと知見を持ち
自分を変えながら、周りも変える志と能力を持った人材・イノベーションを起こす人材を育成

■ 三つの教育目標
①志を育む・・・・・・・様々な変化に対応するため、組織や社会全体の変革に挑戦し続ける人材の育成
②スキル・能力を磨く・・発想力・人脈・見識・巻き込み力等を持った人材の育成
③学友や仲間をつくる・・志を共有し、協働して課題を解決し、変革に取組む仲間を得る

■ 教育テーマの背景 : 新しい潮流と社会環境の変化
環境エネルギーをめぐる変革の変遷と今後の変革

講義名称 時期 教　　育　　内　　容

DXで変革

コミュニケー
ション能力

UX・CX志向

CO₂削減
ビジネス

３R新循環経済
ビジネス

再生エネルギー
ビジネス

◆令和の新時代の３Rの技術・ビジネスモデル・内外の市場動向及び製品
　の長寿化に関する設計・製造・修理・再利用のビジネスモデルなどの
　CE の事例等を学ぶ

◆洋上風力・バイオマス・地熱地中熱への新規参入と太陽光パネルのメン
　テナンスビジネスの可能性と事例を学ぶ

◆世界的な課題への取組みを拡充する方向へ変革するため、企業が参入
　できる CO₂ 削減事業や先進的なビジネスモデルを学ぶ

◆ユーザーやカスタマーを強く意識したビジネスへと変革するためUX・
　CXの先進事例と社内外のプロセスを学ぶ

◆周りや組織を巻き込みながら変革を進めるために必要なコミュニケー
　ション能力であるファシリテーションスキルを学ぶ

◆デジタル化やDXを駆使して変革を進める
◆DXの必要性、先進事例等を学び、自社の課題に落し込む

期

１ 

期

２ 
期

３ 

期

４ 

期

５ 

期

６ 

期

(注)カリキュラムについては、状況に応じて変更する場合があります。なお、修了者には「修了書」を交付します。

2020年
12月

2021年

2021年

2021年

2021年

2022年

1997 年京都議定書 (COP3)
1995 年トヨタ・プリウス発売
1993 年環境基本法
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